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寒
風
の
中
8
0
チ
ー
ム
か
参
加

ご
声
援
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

1
月
3
1日
、
第
3
4回
長
門
市
民
駅
伝
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

出
場
チ
ー
ム
数
も
8
0チ
ー
ム
と
過
去
最
高
で
し
た
。

特
に
、
一
般
女
子
の
部
に
6
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
沿
道
の
観
衆
を

沸
か
せ
ま
し
た
。

5
8チ
ー
ム
が
出
場
し
た
男
子
の
部
で
は
、
峠
の
難
所
に
陣
取
っ
た

応
援
団
が
、「
そ
れ
行
け
、
ガ
ン
バ
レ
」
と
鐘
や
太
鼓
で
声
援
し
て
い

ま
し
た
。
総
合
優
勝
は
、
大
津
高
Ａ
チ
ー
ム
で
し
た
。

中
学
校
の
部
で
は
、
男
女
と
も
深
川
中
学
校
が
大
健
闘
し
、
一
般

女
子
の
部
で
は
、
市
役
所
め
だ
か
チ
ー
ム
が
全
区
間
を
制
覇
し
て
、

完
全
優
勝
し
ま
し
た
。

中
学
男
子
の
部

Ｉ
位
　
深
川
中
Ａ
（
末
永
　
剛
・

谷
川
修
司
・
鎌
田
拓
幸
・
利
重

竜
宏
・
伊
達
健
治
・
高
宮
慎
一

郎
）
1
時
間
1
3分
5
秒

2
位
　
深
川
中
大
畑
分
校
Ａ

3
位
　
深
川
中
Ｂ
・
4
位
　
深
川

中
Ｃ
・
5
位
　
俵
山
中
Ａ

中
・
高
女
子
の
部

１
位
　
深
川
中
Ａ
（
近
藤
千
春
・

阿
座
上
真
理
・
田
原
え
み
・
中

野
久
美
恵
・
児
玉
　
栄
・
中
村

正
美
・
中
原
朋
子
）
4
2分
4
5秒

2
位
　
深
川
中
Ｂ

3
位
　
深
用
中
Ｃ
・
4
位
　
仙
崎

中
Ａ
・
5
位
　
深
川
中
大
畑
分
校

Ａ高
校
男
子
の
部

１
位
　
大
津
高
校
Ａ
（
黒
田
幸
治

村
田
和
秀
・
宇
田
和
道
・
藤
岡

正
光
・
喜
多
　
巧
・
三
輪
光
良
）

1
時
間
1
2分
4
9秒

2
位
　
大
津
高
校
Ｂ

3
位
　
長
門
高
校
・
4
位
　
水
産

高
校
・
5
位
　
長
門
高
校
野
球
部

行
政
区
の
部

１
位
　
俵
山
東
（
和
田
敏
昭
・
田

原
　
治
・
河
崎
敏
雄
・
西
松
幸

博
・
中
嶋
　
宏
・
末
永
貴
之
）

1
時
間
1
8分
1
3秒

2
位
　
渋
木
・
3
位
　
下
郷
・

4
位
　
青
海
島
・
5
位
　
通
Ａ

一
般
女
子
の
部

1
位
　
市
役
所
め
だ
か
（
山
根
浩

美
・
松
永
み
ゆ
き
・
村
田
章
子

・
平
田
久
代
・
大
津
丈
美
・
原

田
真
由
美
）
5
0分
5
5秒

2
位
　
小
学
校
教
員
Ｂ

3
位
　
深
川
養
鶏
Ｃ
・
4
位
　
深

川
農
協
　
5
位
　
仙
崎
レ
デ
ィ
ス

一
般
男
子
（
一
部
）

１
位
　
深
川
養
鶏
Ａ
（
西
村
伸
一

・
池
永
和
昭
・
金
本
英
雄
・
田

原
長
治
・
中
野
伸
生
・
池
村
保

雄
）
1
時
間
1
8分
1
9秒

2
位
　
水
産
高
校
教
員
Ａ

3
位
　
消
防
本
部
Ａ
　
4
位
　
中

学
校
教
員
Ａ
・
5
位
　
市
役
所

水
道
課

一
般
男
子
（
二
部
）

１
位
　
小
学
校
教
員
Ｂ
（
新
江
田

智
司
・
宮
野
　
峻
・
冨
賀
義
隆

・
西
山
正
敏
・
平
田
　
修
・
岡

部
吉
男
）
1
時
間
2
2分
2
2秒

2
位
　
水
高
教
員
Ｂ

3
位
　
俵
山
農
協
・
4
位
　
大
津

高
教
員
・
5
位
　
消
防
本
部
Ｂ
・

6
位
　
深
川
農
協
Ａ
・
7
位
　
仙

崎
漁
協
Ｂ
・
8
位
　
長
門
二
ッ
卜

9
位
　
長
門
ク
ラ
ブ
野
球
・
1
0位

大
工
燃
料

特
別
賞

（
敢
闘
賞
）

一
般
男
子
　
長
門
ニ
ッ
ト

一
般
女
子
　
深
川
農
協

（
躍
進
賞
）

深
川
養
鶏
Ｂ

（
1
0回
出
場
）

中
村
　
滋
（
深
川
農
協
）
　・
岩

崎
喜
正
（
青
海
島
）
　・
小
野
忠
夫

（
下
郷
）
　・
河
野
貴
治
（
下
郷
）

中
嶋
　
宏
（
俵
山
東
）

女 子 の ス タ ー ト

総合優勝大津高Ａ

中学校1 位 深川中Ａ

区
間
賞
一
覧
表

1　区　　　4. 1
通　　大　　湊

↓ 市 営 駐 車 場

2 区　　　2. 8
市 営 駐 車 場

↓ 大　　日　　比

3 区　　　3. 1
大　　日　　比

↓
青　海　島　小

4 区　　4. 0
青 海 島 小

↓青 海 島 小

5 区　　　3. 6
青 海 島 小

↓白 潟 漁 港

6 区　　　4. 0
白 潟 漁 港

↓市　 役　 所

中 学 男 子 の 部
久 保 田 美 洋

( 大畑分校A)
13 分6 秒

白 木 浩 一 郎
( 深川中Ｃ)
8 分51 秒

鎌 田　 拓 幸
( 深川中A)
10 分58 秒

利 重　 竜 宏
(深川中A)
13 分26 秒

小 林　 俊 文
( 俵山中A)
12 分4 秒

高 宮 慎 一 郎
(深川中A)
13 分33 秒

高 校 男 子 の 部
黒 田　 幸 治

(
大津高A)
13 分12 秒

村 田　 和 秀
( 大津高Ａ)
9 分24 秒

宇 田　 和 道
( 大津高A)
10 分25 秒

藤 岡　 正 光
(大津高A)
13 分22 秒

喜 多　　 巧
( 大津高A)
12 分18 秒

笠 原 信 一 郎
(長門高校)
13 分28 秒

行 政 区 の 部
和 田　 敏 昭
( 俵 山 東)
13 分1 秒

松 本　 正 一
( 青 海 島)
9 分58 秒

河 崎　 敏 雄
( 俵 山 東)
11 分48 秒

西 松　 幸 博
( 俵 山 東)
14 分12 秒

鏡　　 浩 二
(渋 木)
13 分23 秒

上 田　 拓 史
( 三ヶ村)
14 分7 秒

一 般( 1 部) 男子
藤 岡　 史 郎
( 消防本部A)
13 分42 秒

荒 瀬　 敏 夫
( 中学教員A)
10 分7 秒

小 池　 幹 彦
( 水高教員A)
11 分37 秒

岡 本　 義 明
( 消防本部A)
14分0秒

中 野　 伸 生
( 深川養鶏A)
12 分34 秒

百 合 野 康 也
( 消防本部A)
13 分24 秒

一 般( 2 部) 男子
河 口　 英 俊
( 健 脚 会)
14 分45 秒

中 山　 克 巳

( 中国電力)
9 分50 秒

中 村　 龍 夫
(大津高教員)
12 分32 秒

村 上　 文 男
( 大津高教員)
12 分46 秒

岡 崎　 和 正
( 保 線 区)
13 分20 秒

泉 水　 輝 夫

( 俵山農協)15 分12 秒

1 区　　　2. 0
青 海 島 小

↓
青海 セ ンター

2 区　　　2. 0
青海 セン ター

↓
青 海 島 小

3 区　　　1. 9
青 海 島 小

↓ 仙 崎 漁 協

4 区　　　1. 7
仙 崎 漁 協

↓
白 潟 漁 港

5 区　　　1. 8
白　潟　漁　港

↓
ヤ マ ネ 鉄 工

6 区　　　2. 2
ヤ マ ネ 鉄 工

↓
市　　役　 所

中 ・高 女子 の部
奥 嶋 や よ み
(深川中Ｃ)
6 分59 秒

阿 座 上 真 理
( 深川中Ａ)
7 分25 秒

田原　みえ
( 深川中Ａ)
6 分55 秒

中 野 久 美 恵
(深川中Ａ)
5 分41 秒

末 永　　 愛
( 深川中Ｂ)
河 村　 陽 子
( 深川中Ｃ)
6 分42 秒

浅 野 真 理 枝
( 大畑分校Ａ)
8 分24 秒

一 般 女 子 の 部

山 根　 浩 美

( め だ か)8 分37 秒

松 永 み ゆ き

( め だ か)8 分52 秒

村 田　 章 子
( めだか)

鈴 木　 基 子
(小学教員Ｂ)
8 分47 秒

平 田　 久 代

( め だ か)
7 分17 秒

原 田 真 由 美

( めだか)
9 分23 秒大 津　 丈 美

( めだか)7 分59 秒

氏　　名
チーム名
タ イ　ム

氏　　名
チーム名
タ イ ム



頑張る人の青春を後押し
ご利用ください｢国の進学ローン｣

や
っ
た
／
　
合
格
だ
／

満
面
笑
み
を
た
た
え
た
お
子
さ
ん
が
、
体

で
喜
び
を
表
わ
し
て
帰
っ
て
く
る
ｌ

受
験

生
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
に
一
足
早
い
春
の
訪

れ
を
告
げ
る
一
コ
マ
で
す
。
し
か
し
、
お
子

さ
ん
の
希
望
は
か
な
っ
て
も
入
学
金
、
授
業

料
、
教
科
書
代
な
ど
家
計
に
か
か
る
負
担
に

頭
を
悩
ま
す
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
ん
な
と
き
に
役
立
つ
の
が
「
国
の
進
学

ロ
ー
ン
」
と
「
財
形
進
学
融
資
制
度
」
で
す
。

受
験
費
用
や
入
学
費
用
の
融
資
が
受
け
ら
れ

る
も
の
で
、
頑
張
る
受
験
生
と
そ
の
家
族
を

陰
な
が
ら
応
援
し
て
く
れ
ま
す
。

そ
れ
で
は
、
制
度
の
内
容
を
紹
介
し
ま
し

よ
う
。国

の
進
学
ロ
ー
ン

国
民
金
融
公
庫
で
は
、
″国
の

進
学
ロ
ー
ン
”
と
し
て
、
進
学
資

金
の
融
資
を
行
っ
て
い
ま
す
。

進
学
一
般
貸
付

◆
融
資
の
対
象
と
な
る
進
学
先

高
等
学
校
、
高
等
専
門
学
校
、

短
期
大
学
、
大
学
、
大
学
院
、
専

修
学
校
の
高
等
課
程
（
修
業
年
限

が
三
年
以
上
）
ま
た
は
専
門
課
程

（
修
業
年
限
が
二
年
以
上
）
、
盲

学
校
・
ろ
う
学
校
の
各
高
等
部
な

ど
。

◆
利
用
で
き
る
方

進
学
さ
れ
る
方
の
父
母
ま
た
は

本
人
（
勤
労
学
生
に
限
り
ま
ナ
）、

で
、
年
収
6
0
0万
円
（
事
業
所
得
者

は
4
4
0万
円
）
以
内
の
方
。

編
入
学
の
場
合
も
利
用
で
き
ま
す
。

◆
融
資
の
対
象
と
な
る
進
学
資
金

受
験
料
、
受
験
の
た
め
の
宿
泊

費
、
入
学
金
、
授
業
料
、
参
考
書

・
教
科
書
代
、
下
宿
の
敷
金
な
ど
。

◆
融
資
額

一
人
当
た
り
5
0万
円
以
内
。

◆
貸
し
付
け
利
率

年
5

・
7
パ
ー
セ
ン
ト
（
昭
和

6
2年
1
1
月
2

日
現
在
）
。

◆
保
証
人

一
名
以
上
、
も
し
く
は
、
(
財
)
進

学
資
金
融
資
保
証
基
金
の
利
用
も

で
き
ま
す
。

◆
返
済
期
間

進
学
先
の
修
業
年
限
以
内
最
長

四
年
（
短
期
大
学
な
ど
で
修
業
年

限
が
二
年
の
学
校
に
進
学
さ
れ
る

方
の
家
庭
、
交
通
遺
児
家
庭
お
よ

び
母
子
家
庭
の
方
は
一
年
間
延
長

で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
最
長
五
年
で
す
）。

◆
返
済
方
法

元
利
均
等
の
毎
月
払
い
（
ボ
ー

ナ
ス
月
の
増
額
返
済
を
併
用
で
き

ま
す
）。

◆
申
し
込
み
期
間

昭
和
6
2
年
1
1
月
2
日
か
ら
昭
和

6
3年
4

月
3
0
日
ま
で
。

◆
申
し
込
み
窓
口

国
民
金
融
公
庫
の
ほ
か
最
寄
り

の
金
融
機
間
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

進
学
積
立
郵
便
貯
金

預
金
者
貸
付

◆
利
用
で
き
る
方

郵
便
局
の
進
学
積
立
郵
便
貯
金

の
預
金
者
で
、
進
学
さ
れ
る
方
の

父
母
ま
た
は
本
人
（
勤
労
学
生
に

限
り
ま
す
）。

◆
融
資
の
対
象
と
な
る
進
学
先
・

進
学
資
金
、
貸
し
付
け
利
率
、
返

済
期
間
、
返
済
方
法
、
保
証
人

進
学
一
般
貸
付
と
同
じ
で
す
。

◆
融
資
額

進
学
積
立
郵
便
貯
金
の
積
立
額

の
範
囲
で
、
最
高
5
4万
円
ま
で
。

◆
申
し
込
み
期
間

昭
和
6
2年
1
1月
2
日
か
ら
昭
和

6
3年
4
月
2
4日
ま
で
。

◆
申
し
込
み
窓
口

簡
易
郵
便
局
を
除
く
郵
便
局
。

※
進
学
一
般
貸
付
の
内
容
と
若
干

の
違
い
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

最
寄
り
の
郵
便
局
で
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。財

形
進
学
融
資
制
度

預
金
者
貸
付

「
財
形
進
学
融
資
制
度
」
は
、

財
形
貯
蓄
か
財
形
年
金
貯
蓄
を
し

て
い
る
方
に
対
し
て
、
進
学
資
金

の
融
資
を
行
う
制
度
で
、
雇
用
促

進
事
業
団
が
業
務
を
委
託
し
た
金

融
機
関
か
ら
、
資
金
の
融
資
を
受

け
ら
れ
ま
す
。

◆
利
用
で
き
る
方

財
形
貯
蓄
か
財
形
年
金
貯
蓄
を

行
っ
て
い
る
勤
労
者
で
す
。
借
り

方
に
は
、
事
業
主
や
事
業
主
団
体

な
ど
を
通
し
て
借
り
る
「
転
貸
融

資
」
と
雇
用
促
進
事
業
団
か
ら
直

接
借
り
る
「
直
接
融
資
」
の
二
通

り
が
あ
り
ま
す
。

◆
融
資
の
対
象
と
な
る
進
学
先
・

進
学
資
金

国
民
金
融
公
庫
の
進
学
一
般
貸

付
と
同
じ
で
す
。

◆
融
資
額

財
形
貯
蓄
か
財
形
年
金
貯
蓄
の

残
高
の
3
倍
の
範
囲
内
で
、
1
0万

円
以
上
3
0
0
万
円
以
下
の
額
。

◆
貸
し
付
け
利
率

年
5
・
5
8
パ
ー
セ
ン
ト
（
昭

和
6
2年
1
1月
2
日
現
在
）

◆
保
証
人

一
名
以
上

◆
返
済
期
間

5
年
以
内
（
据
置
期
間
1
年
を

含
む
）。

◆
返
済
方
法

元
利
均
等
の
毎
月
払
い
、
ボ
ー

ナ
ス
（
6
か
月
）
払
い
、
両
者
併

用
の
三
種
類
。

◆
申
し
込
み
期
間

原
則
と
し
て
、
年
間
を
通
じ
て

申
し
込
め
ま
す
。

◆
申
し
込
み
窓
口

雇
用
促
進
事
業
団
ま
た
は
「
勤

労
者
財
産
形
成
進
学
融
資
業
務
取

扱
店
」
と
な
っ
て
い
る
金
融
機
間
。

船員遺族のみなさん
遺児援護金か支給されます

外
航
船
舶
運
航
事

業
、
旅
客
船
運
航
事

業
、
内
航
船
舶
運
航

事
業
の
船
員
と
し
て

従
事
中
、
海
難
そ
の

他
職
務
上
の
事
故
に

よ
り
死
亡
し
た
、
殉

職
船
員
の
遺
児
へ
援

護
金
が
支
給
さ
れ
ま

す
。援

護
金
の
支
給
期

間
は
、
出
生
か
ら
高

等
学
校
を
通
常
の
期

間
で
卒
業
す
る
ま
で

の
間
で
す
。

金
額
は
、
一
人
１

か
月
6
千
円
で
、
年

4
回
に
分
け
て
送
金

さ
れ
ま
す
。

こ
れ
と
は
別
に
、
入
学
金
と
し

て
小
学
校
に
入
学
し
た
時
3
万
円

が
、
中
学
校
、
高
等
学
校
に
入
学

し
た
時
1
万
円
が
贈
ら
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
生
活
に
困
っ
て
い
る

こ
と
が
条
件
に
な
っ
て
い
ま
す
。

申
請
の
方
法
や
、
く
わ
し
い
こ

と
は
、
(
財
)
日
本
殉
職
船
員
顕
彰
会

東
京
都
千
代
田
区
麹
町
4
～
5

海
事
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
内



戦
没
者
の
遺
族
の
皆
さ
ん

特
別
弔
慰
金
の

請
求
期
限
が
迫
っ
て
い
ま
す

戦
没
者
の
遺
族
の
方
に
特
別
弔

慰
金
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
を
ご
存

じ
で
す
か
。

支
給
の
目
的

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
後
4
0周
年

に
あ
た
っ
て
、
国
が
あ
ら
た
め
て

戦
没
者
の
遺
族
に
対
し
て
弔
慰
の

意
を
表
す
た
め
に
支
給
さ
れ
る
も

の
で
す
。

支
給
の
方
法

特
別
弔
慰
金
は
、
戦
没
者
―
人

に
対
し
て
額
面
3
0万
円
の
国
債
で

支
給
さ
れ
、
昭
和
6
1年
か
ら
昭
和

7
0年
ま
で
の
1
0年
間
に
わ
た
づ
て

毎
年
3
万
円
づ
つ
償
還
さ
れ
ま
す
。

支
給
条
件

特
別
弔
慰
金
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
満
州
事
変
（
昭
和

6
年
9
月
1
8日
）
以
後
の
戦
没
者

の
遺
族
の
う
ち
、
昭
和
6
0年
4
月

1
日
現
在
に
お
い
て
、
公
務
扶
助

料
、
遺
族
年
金
等
を
受
け
る
方
が

い
な
い
場
合
で
す
。

支
給
の
対
象
者

特
別
弔
慰
金
を
う
け
る
こ
と
が

で
き
る
の
は
、
主
と
し
て
次
に
記

載
さ
れ
た
遺
族
の
う
ち
、
次
の
順

序
に
従
づ
て
最
も
順
位
が
先
の
方

お
1
人
に
限
り
ま
す
。

1
、
昭
和
6
0
年
4
月
1
日
ま
で
に

弔
慰
金
（
遺
族
国
庫
債
券
）
を

受
け
た
方

2
、
戦
没
者
の
子

3
、
戦
没
者
と
生
計
を
共
に
し
て

い
た
①
父
母
②
孫
③
祖
父
母
④
兄

弟
姉
妹
（
婚
姻
、
養
子
縁
組
に

よ
り
昭
和
6
0年
4
月
1
日
に
氏

が
か
わ
っ
て
い
る
方
は
除
か
れ

ま
す
。）

4
、
3以
外
の
①
父
母
②
孫
③
祖
父

母
④
兄
弟
姉
妹
⑤
そ
の
他
の
三

親
等
内
の
親
族
（
戦
没
者
死
亡

ま
で
引
き
続
い
て
1
年
以
上
生

計
を
共
に
し
て
い
た
方
に
限
り

ま
す
。）

な
お
、
昭
和
6
0年
6
月
1
4日
以

後
に
す
で
に
請
求
さ
れ
た
方
及
び

同
順
位
の
遺
族
と
し
て
請
求
に
同

意
さ
れ
た
方
は
、
請
求
し
て
も
重

ね
て
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
く
れ
ぐ
れ
も
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

請
求
期
限

請
求
の
期
限
は
、
昭
和
6
3年
6

月
1
3日
で
す
。
期
限
ま
で
に
請
求

し
ま
せ
ん
と
受
給
で
き
な
く
な
り

ま
す
か
ら
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

受
付
窓
口

福
祉
事
務
所
が
受
付
窓
口
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

請
求
用
紙
は
受
付
窓
口
に
備
え

て
あ
り
ま
す
が
、
他
に
戸
籍
抄
本

等
も
必
要
で
す
。

な
お
、
支
給
条
件
、
支
給
順
位

な
ど
詳
し
い
こ
と
は
福
祉
事
務
所

社
会
係
（
市
役
所
内
線
1
1
3
）

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

シルバ ー人材センタ ー

飛
躍
を
期
す
た
め

新
会
員
を
募
集

昭
和
6
1年
9
月

に
発
足
し
た
萩
・

長
門
・
三
隅
地
区

シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
長
門
事
務

所
は
、
み
な
さ
ん

の
ご
理
解
と
ご
協

力
に
よ
り
少
し
ず

つ
実
績
を
あ
げ
て
い
ま
す
。
昨

年
1
2月
に
は
、
一
か
月
で
作
業

の
注
文
が
1
1
4
件
あ
り
、
延

べ
6
9
9
人
が
就
業
し
、
受
注

金
額
も
つ
い
に
2
6
0
万
円
を

超
え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。

し
た
が
っ
て
、
現
在
の
1
1

4
人
の
会
員
で
は
、
せ
っ
か
く

の
注
文
に
も
応
じ
き
れ
な
い
就

業
の
分
野
も
出
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
長
門
事
務
所
で
は
、
健
康

で
、
働
く
意
欲
の
強
い
会
員
を
募

集
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

入
会
資
格
は
、
市
内
に
居
住
す

る
お
お
む
ね
6
0歳
以
上
の
人
で
す
。

就
業
の
内
容
は
、
宛
名
書
き
、

伝
票
整
理
、
草
取
り
、
庭
木
の
手

入
れ
、
掃
除
、
家
事
手
伝
、
障
子

張
り
、
販
売
、
集
金
、
配
達
、
大

工
・
左
官
仕
事
、
ペ
ン
キ
塗
り
、

雑
役
、
軽
作
業
な
ど
で
す
。

入
会
説
明
会
が
実
施
さ
れ
ま
す

の
で
、
入
会
を
希
望
さ
れ
る
方
は

お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
2
月
2
3
日
火

午
後
1
時
3
0分
か
ら
3
時

場
　
所
　
市
役
所
前
　
物
産
観

光
セ
ン
タ
ー
研
修
室

※
筆
記
用
具
と
印
鑑
を
持
参
し

て
く
だ
さ
い
。

仕
事
を
募
集
し
て
い
ま
す

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で

は
み
な
さ
ん
か
ら
の「
仕
事
」を

期
待
し
て
い
ま
す
。

今
後
と
も
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
を
、
あ
た
た
か
く
見
守

り
、
育
て
て
く
だ
さ
い
。

注
文
は
、
電
話
で
結
構
で
す
。

（
　
②
5
6
3
9

シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
長
門
事
務
所
ま
で
。）

補助金交付企業 の募集

山口県では、県内中小企業の技術
開発、技術改善等を促進するため、
地域産業技術改善費補助事業 を実施
していますが、昭和63年度について
は、次のとおり募集を行います。
1 ．補　助　額　　100万円以上500

万円以下（但し、
補助対象経費の
2／3以内）

2 ．申込み期限
昭和63年3 月19日（土）

3 ．申込み先及び問合せ先
山口県商政課技術振興係
〒753　山口市滝町1- 1

0839- 22-  3 1 1 1
内線　2  8 16

県 立 山 口 高 校
通信制募集

入学資格
普通科 … …… 中学校卒業または見

込みの人、高校中退
の人。

衛生看護科 ‥ 普通科と同じである
が准看護婦養成施設
に入所している人。

特　科 … …… 制限なし。
募集人員
普通科300 人、衛生看護科100 人、
特科　制限なし。
出願に必要な書類
入学願書、調査書、個人調査票、
写真3 枚、衛生看護科希望者は養
成施設入所証明書。
願書受付期間
3 月9 日(水)～4 月9 日(土)
願書請求先　問合せ
〒753　山口市糸米1- 9- 1

山口高校通信制課程
0839 － 22 － 8511

職 業 訓 練 生 募 集

小野田 技能開発センタ ー
対 象 者… 離職 者・ 転職者等 で 、

新たな職業 に就くこ と
を希望 する人。

応 募手続… 公共職業安定 所へ、 入
校願 ・調書・健 康診断
書 を提出し てください。

募集期間… 3 月15 日まで
募集訓練科名… 金属加工 科　25 名

車両 サービ ス科　30 名
計　　55 名

詳 細問合せ先
萩 公共職 業安定所長 門分室

②- 15  4 0



俵 山 中 が

雪 山 を 体 験

18 日・19日の2 日間、俵山中学校2 年生36人は、十種ヶ峰青
少年野外活動センターで宿泊訓練 を行いました。

予定では、 スキー研修 を実施するはずでしたが、あいにく雪
が少なくて滑ることが出来ず。雪中登山だけ を体験し ました。

貯
蓄
推
進

習
字
作
品

入
選
者
発
表

こ
の
ほ
ど
、
市
内
の
小
・
中
学

校
の
児
童
生
徒
を
対
象
に
募
集
し

た
貯
蓄
推
進
習
字
の
審
査
が
行
わ

れ
、
入
選
作
品
が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。

小
学
校
の
部

・
最
優
秀
賞

山
城
志
郎（
深
川
小
6
年
）

・
優
秀
賞

岡
野
考
浩
（
深
川
小
5
年
）

上
野
貢
太
郎
（
深
川
小
4
年
）

中
野
康
彦
（
俵
山
小
3
年
）

仲
野
ゆ
み
え
・（
仙
崎
小
2
年
）

西
嶋
じ
ゅ
ん
（
深
川
小
1
年
）

・
入
　
選

さ
い
と
う
だ
い
す
け
（
深
川
小

1
年
）
　・
お
か
も
と
り
さ
（
向
陽

小
2
年
）
　・
常
川
ま
さ
よ
（
俵
山

小
2
年
）
　・
吉
岡
直
美
（
深
川
小

2
年
）
　
・
刀
祢
修
宏
（
仙
崎
小
3

年
）
　・
藤
本
祐
介
（
仙
崎
小
3
年
）

西
嶋
康
浩
（
深
川
小
4
年
）
　・
岡

本
泰
尚
（
向
陽
小
4
年
）
　・
小
田

久
美
子
（
俵
山
小
5
年
）
　・
池
永

順
美
（
通
小
5
年
）
　・
酒
井
康
孝

（
深
川
小
6
年
）
　・
岡
野
多
恵

（
深
川
小
6
年
）

中
学
校
の
部

・
最
優
秀
賞

藤
田
純
代
（
深
川
中
1
年
）

・
優
秀
賞

吉
岡
美
樹
（
深
川
中
3
年
）

川
上
純
代
（
仙
崎
中
2
年
）

・
入
　
選

池
永
敏
子
（
通
中
1
年
）
　・
大

田
和
成
（
仙
崎
中
1
年
）
　・
末
永

朋
子
（
深
川
中
2
年
）
　・
池
田
光

子
（
俵
山
中
2
年
）
　・
吉
崎
美
登

利
（
仙
崎
中
3
年
）
　・
藤
田
好
美

（
深
川
中
3
年
）

こ
の
作
品
は
、
中
央
公
民
館
口

ビ
ー
で
2
月
1
5日
か
ら
2
9日
ま
で

展
示
さ
れ
ま
す
。

漁民アパートの入居者を募集
仙崎漁民アパートの入居者を次のと

おり募集します。入居希望者は期日ま

でに申込んでください。
▲ 住宅の所在　長門市仙崎鍛治屋町
▲ 住宅の種別　 第2 種市営住宅（1 戸）

▲ 住宅の家賃　 月額　22, 700円
▲ 入居者の資格

①市内に住所又は勤務場所がある人。
②現に同居か同居しようとする親族

がある人。
③住宅に困窮していることがあきら

かな人。
④入居の申込みをした日において。

公営住宅法の規定による収入基準
に該当する人。

⑤特定向住宅 であるので、漁業従事

者を優先する。
申込受付
①受付期 日

2 月22日～2 月29日まで

②受付場所　市財政課又は各支所
申込手続

財政課又は各支所に備え付けの申
込用紙に必 要な事項 を詳しく記入の

うえ本人及び同居しようとする親族
等の、61年分所得証明書および62年

分の収支を明確にしたもの（申告所
得額）と住民票 を添付してください。
問合せ先

市役所財政課管財係　内線332

農業委 員 会委員
選 挙人名 簿を

お 見 せし ま す

期　間　2 月23日（火）から
3 月8 日（火）まで

時　間　毎日8: 30 ～17 :  00
場　所　選挙管理委員会事務局

選挙人名簿は、毎年1 回1 月1
日現在で調整します。

この選挙人名簿に登載された人
のみが、この名簿の有効な1 年間
の選挙において選挙権の行使がで

きます。

愛の献血にこ 協力を

3 月2 日（水）

大留蒲鉾 （駅前区）

9 ：00～10 :  30

藤辰商店 （駅 前区）

11 :  00～12 ：00

丸富板持店 （板持2 区 ）

13 :  30～15 :  30

標 語 募 集

○ テーマ　～ 児童 福祉月間運 動～

すべての子 どもた ちが、未来に夢

と希望 を持 ち、健やかに 幸せに育 成

されるこ とを内 容とす るもの。

61年度の 最優秀 作品

「どの子に も　夢 を ／未来 を｡/ 幸 せ

を」 でした。
Ｏ応募方 法

官製 はがき1 枚 に1 標語 を記載。

住所 、氏名 （ふりがな） 、年齢 、

職業 、電 話 番号、郵便 番号 を明 記

し てください。

○ あて先

〒753　山口市滝町1番1号

山 口県庁 民生部 児童 家庭課 あて

○ 締　 切　　63 年3 月5 日（土）



み
す
ゞ
と
の
ふ
れ
あ
い

仙
崎
八
景
め
ぐ
り
大
会
参
加
者
募
集

郷
土
の
詩
人
、
金
子
み
ず
ゞ
の

詩
に
出
て
く
る
仙
崎
八
景
や
生
家

跡
な
ど
、
仙
崎
各
地
を
訪
れ
て
み

ま
せ
ん
か
。

き
っ
と
、
み
ず
ゞ
の
詩
心
に
ふ

れ
、
彼
女
が
ど
ん
な
に
ふ
る
さ
と

を
愛
し
て
い
た
か
を
知
る
こ
と
が

出
来
る
と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
み
ず
ゞ
を
育
て
た
郷

土
の
歴
史
を
知
り
、
ふ
る
さ
と
を

見
つ
め
直
す
良
い
機
会
に
な
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

・
日
時
3
月
1
3日
向
　
9
時
出
発

（
雨
天
の
場
合
3
月
2
1日
脚
）

・
コ
ー
ス
（
水
高
出
発
、
解
散
）

小
松
原
↓

花
津
浦
を
眺
む

↓
金
子
文
英
堂
・
馬
つ
な
ぎ
場
・

角
の
乾
物
屋

↓
極
楽
寺

↓
松

安
の
家
↓

み
す
ゞ
の
墓
↓

波

の
橋
立

↓
大
泊
港
↓

王
子
山

↓
弁
天
島

↓
祇
園
社

全
行
程
9
ｋ
ｍ
（
徒
歩
）

・
募
集
対
象
　
人
員
2
0
0

人

（
小
学
生
は
父
兄
同
伴
の
み
）

・
参
加
料
　
一
般
5
0
0
円
、
中

高
生
3
0
0
円
、
小
学
生
2
0

0
円

・
申
込
み
方
法

往
復
は
が
き
に
、
住
所
・
氏
名

職
業
を
記
入
し
て
、
正
明
市
4
区

長
門
市
商
工
観
光
課
内
　
仙
崎
八

景
め
ぐ
り
大
会
係
宛
申
込
み
く
だ

さ
い
。
小
学
生
を
同
伴
さ
れ
る
場

合
は
、
氏
名
・
学
年
も
記
入
し
て

く
だ
さ
い
。

・
申
込
み
期
限

2
月
2
9日
（
月
）
ま
で

申
込
み
多
数
の
場
合
は
先
着
順

と
し
ま
す
。

※
参
加
料
は
当
日
受
付
で
。

杉
　
本
　
佳
　
奈
ち
ゃ
ん

（
3
か
月
）

（
木
津
区
）

見
か
け
は
男
の
子
の
よ
う
で

す
が
…
…

明
る
く
素
直
で
、
優
し
い
女

の
子
に
育
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

（
母
　
吏
津
枝
さ
ん
）

仙
崎
八
景
か
ら

花
津

浦

濱
で
花
津
浦
眺
め
て
て
、

「
む
か
し
、
む
か
し
」
と

き
き
ま
し
た
。

濱
で
花
津
浦
み
る
度
に
、

こ
こ
ろ
さ
み
し
く

お
も
ひ
出
す
。

「
む
か
し
、
む
か
し
」
と

花
津
浦
の

そ
の
名
の
所
縁
き
か
さ
れ
た

郵
便
局
の
小
父
さ
ん
は
、

ど
こ
で
ど
う
し
て
ゐ
る
の
や
ら
。

あ
の
は
な
づ
ら
の

は
な
越
え
て
、

お
船
は
と
ほ
く

消
え
ま
し
た
。

い
ま
も
、
入
日
に
海
は
燃
え
、

い
ま
も
お
船
は
沖
を
ゆ
く
。

「
む
か
し
、
む
か
し
」
よ

花
津
浦
よ
、

み
ん
な
む
か
し
に
な
り
ま
し
た
。

「
Ｊ
Ｕ
Ｌ
Ａ
出
版
局

み
す
ゞ
全
集
か
ら
」

な が と 歴史 散 歩

LＩｌj

長
州
版
・
ミ
二
”
青
の
洞
門
”

鬼
右
衛
門
の
岩
穴

「
こ
と
し
も
ま
た
、
箱
樋

（
は
こ
ど
い
）の
修
理
か
」
。

安
永
（
一
七
七
二
～
）

の
む
か
し
、
上
井
手
（
う

わ
い
で
）
の
水
路
か
ら
田

に
水
を
ひ
く
、
東
深
川
の

里
人
に
は
、
以
前
か
ら
の

悩
み
の
た
ね
が
あ
っ
た
。

上
井
手
用
水
路
は
、
深
川
湯

本
殿
台
を
流
れ
る
、
深
川
川
の

本
流
に
堰
（
い
せ
き
）
を
設
け
、

東
深
川
南
部
の
水
田
に
用
水
を

導
く
約
一
㌔
の
水
路
。
途
中
、

山
す
そ
の
大
岩
が
水
路
を
は
ば

み
、
水
を
通
せ
な
い
と
こ
ろ
が

あ
っ
た
。
そ
こ
だ
け
は
、
大
岩

の
周
り
に
箱
樋
を
掛
け
て
、
水

を
つ
な
い
だ
。
こ
の
箱
樋
の
管

理
に
、
里
人
は
手
を
や
い
た
。

「
こ
の
岩
さ
え
な
け
れ
ば
」。だ

れ
も
そ
う
思
っ
た
。

「
こ
の
岩
に
穴
を

抜
こ
う
」
。
口
を
き

っ
た
の
は
、
江
良

に
住
む
、
七
十
歳

を
超
え
た
、
国
近

久
助
（
き
ゅ
う
す

け
）
翁
で
あ
る
。

機
械
力
の
な
い
当

時
の
こ
と
、
そ
れ

し
か
し
、
久
助
翁
は
真
剣
で

あ
っ
た
。
さ
っ
そ
く
、
ノ
ミ
と

ツ
チ
を
と
り
、
一
人
、
こ
の
大

岩
に
挑
ん
だ
。

血
の
に
じ
む
よ
う
な
、
二
、

三
年
の
歳
月
が
流
れ
た
。
は
じ

め
あ
ざ
笑
っ
た
里
人
た
ち
の
心

も
動
い
た
。だ
れ
と
な
く
、翁
の

も
と
に
食
べ
も
の
が
届
け
ら
れ
た
。

苦
闘
五
年
、
日
径
一
㍍
、
長

さ
十
三
㍍
の
岩
穴
が
抜
け
、
水

が
通
っ
た
。
以
来
、
翁
は
、
義

農
・
岩
穴
鬼
右
衛
門
と
讃
え
ら

れ
、
文
政
十
一
年
（
一
八
二
八
）、

八
十
三
歳
で
世
を
去
っ
た
。

翁
の
顕
彰
碑
が
昭
和
二
十
六

年
、
水
路
を
見
お
ろ
す
、
そ
ば

の
山
腹
に
建
て
ら
れ
た
。（
Ｆ
）上井手 用水路と岩穴

（
投
稿
）・
長
門
市
郷
土
文
化
研
究
会

表
紙
の
説
明

仙
崎
南
町
区
の
永
安
商
店
の
作

業
場
で
、
ふ
く
提
灯
作
り
が
行
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
背
中
を
少
し
切

り
開
い
て
、
こ
こ
か
ら
内
臓
や
身

を
取
り
出
し
、
皮
だ
け
に
し
た
ふ

く
が
材
料
で
す
。

こ
の
皮
だ
け
の
ふ
く
に
、
背
中

か
ら
も
み
殼
を
詰
め
て
、
あ
の
独

特
の
形
に
仕
上
げ
ま
す
。

こ
の
あ
と
、
腹
一
杯
も
み
殼
を

詰
め
た
ふ
く
を
、
寒
風
の
中
で
1
0

日
間
乾
燥
さ
せ
も
み
殼
を
除
き
、

冠
を
取
付
け
て
提
灯
が
完
成
し
ま
す
。

こ
の
提
灯
は
、
春
の
シ
ー
ズ
ン

に
は
、
お
土
産
品
と
し
て
デ
ビ
ュ

ー
し
ま
す
。

市の人口( 2 月1 日現在)

面　 積　152. 29km2

人　 口　27, 396 人（－9 ）

男　　12, 860 人（－7 ）

女　　14, 536 人（－2 ）

世帯数　8, 579 世帯（＋1 ）

（　）は前月比

今月の納期

固定資産税 第4 期

納期 2月29日
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